
3種類の金属間での挙動

①Al, Fe, Cu板(45mm×28mm)をCH₃COOHaqとNaOHaqで前処理し、質量

を測定する。また、重ねる順番を変えて図7のように重ね、接触させる。

②①をプラスチック製容器内の海水の塩分濃度(3.5wt%)のNaClaq100ml

に浸漬し、７日間静置する。

③取り出して、水洗し、質量を測定する。

考察

図８ 腐食度

温度・濃度の影響

（Ⅲ）より

塩化物イオン濃度上昇→ 溶存酸素量 減少→ 腐食度が小さくなる！

（Ⅰ）（Ⅱ）より

・腐食度 →（NaClaq下）＞（淡水下） NaClの電離が影響

・密閉環境下かつ温度が高いほど腐食度が大きい

溶存酸素の拡散速度の上昇が影響

3種類の金属間での挙動

化学反応式：2Fe + O₂ + 2H₂O → 2Fe(OH)₂

Feが最も腐食した原因は未解明

→電気化学試験を行う予定

（川重テクノロジー（株）様からのアドバイス）

温度・濃度の影響
実験方法・仮説

①Fe板とCu板をHNO₃aq(実験Ⅰ・Ⅱ)またはCH₃COOHaq(実験Ⅲ)と
NaOHaq(実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ)で前処理し、質量を測定する。（寸法は図3）

②ビーカーまたはプラスチック製容器内の下記の条件に設定した試験

液にFe-Cuを図3のように接触させ、浸漬する。また、ラップをかけ、溶

液の蒸発を防ぐ。

③温度を下記の条件にし、7日間静置する。

④取り出して、水洗し、質量を測定する。

ガルバニック腐食の腐食度に影響を与える因子

目的
「ガルバニック腐食」 ・・・ 2種類の金属を接触させて放置

すると、イオン化傾向の大きい金属がより腐食し、イオン

化傾向の小さい金属はより防食される現象。

ガルバニック腐食の腐食度に影響する因子は調べられ

ていないことが多い。

→基礎研究を行い、防食、工業的な応用へ！

まとめ
①温度が高いほど

②濃度が海水濃度に近づくほど

ガルバニック腐食の腐食度は大きくなることがわかった。

３種類での金属間でのガルバニック挙動に関しては、なぜ
並び順にかかわらずFeが最も腐食したのかは未解明であり、
電気化学試験を行って考察を行う必要がある。

予備知識

兵庫県立加古川東高等学校 課題研究 ５班
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温度 試験液 仮説

(Ⅰ)食塩水環境下
での温度の影響

10℃, 30℃, 

50℃  , 80℃

NaClaq 1.20mol/L , 100ml 温度が高いほど腐食度は大きい。

(Ⅱ)淡水環境下で
の温度の影響

10℃, 30℃, 

50℃  , 80℃

蒸留水 100ml 温度が高いほど腐食度は大きい。

(Ⅲ)食塩水濃度の
影響

10℃ NaClaq 0.50mol/L、1.0mol/L、
2.0mol/L、3.0mol/L、飽和（4.7mol/L）

100ml

濃度が高いほど腐食度は大きい。

参照：三井住友金属鉱山伸銅（株）

ガルバニック腐食の仕組み

今後の展望
〇電気化学試験を依頼→分極曲線を描く
→腐食速度、アノード・カソード反応がわかる
〇ほかの条件についても調査

上 Cu Cu Fe

中 Al Al Al

下 Fe Fe Cu

図３ 金属板の寸法
条件・仮説

結果

図１

仮説

イオン化傾向順に上から並べたとき
イオン化傾向の最も大きい金属が
一番腐食する。

結果

図７

表４（真ん中がAlの場合）

図６ 実験(Ⅲ)

図５ 実験(Ⅱ)

図４ 実験(Ⅰ)

表３ 実験（Ⅲ）

表２ 実験（Ⅱ）

表１ 実験（Ⅰ）

表５ 質量変化
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図2 塩化物イオン濃度による溶存酸素量の変遷

参照：HORIBA

溶存酸素量
大気中から水に溶け込んでいる
酸素(O₂) の量のこと

実験方法


